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ナトリウムは電気陰性度が他の金属に比べて小さいため高い化学的活性度であることに着目し、Na+を塩化

カルシウム(CaCl2)の Cl-とイオン結合させ、中性かつ安定な塩化ナトリウム(NaCl)を生成する消火/処理方法

を考案した。基礎的特性(熱分析、元素分析等)の把握と小規模実証試験から、適用が期待できる結果を得た。 
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1. 緒言 ナトリウム火災ではナトレックスをかけて窒息

消火させる[1]が、消火能力の向上や純ナトリウムの安定化

を目指したより安全な消火手法を考案した。またもんじゅ

等の高速炉の廃炉や研究開発等で用いたナトリウム試験施

設の廃止では、大量ナトリウムを処理する際に発生するア

ルカリ(NaOH等)廃液及び水素管理が課題となる[2]。そこで、

ナトリウムは電気陰性度が他の金属に比べて小さいため高

い化学的活性度であることに着目し、Na+を塩化カルシウム

(CaCl2)の Cl-とイオン結合させ、中性かつ安定な塩化ナトリ

ウム(NaCl)を生成する消火/処理方法を考案した。 

2. ナトリウムと塩化カルシウム(CaCl2)の置換反応 

ナトリウムと CaCl2 が置換反応を起こす温度を推察するため

熱分析を 400℃で停止し、EDX 及び XRD を実施し、反応生成

物として Ca と NaCl が存在していること確認した（図 1）。ま

た、ナトリウムと CaCl2の置換反応における温度依存性を把握

するため、各 Na温度時に CaCl2を散布し 1時間半保持し後の

上澄みを XRD で測定し、300℃では CaCl2のピークが、500℃

では NaCl のピークが確認された（図 2）。なお、別途実施し

た 450℃のナトリウムを用いた小規模実証試験においても、

EDX による断面観察及び反応熱量測定結果がそれらを裏付け

ている。さらに、酸化反応を避けるためグローブボックス内

で再現可能な最高ナトリウム温度(550℃)にCaCl2を散布させ、

ナトリウム表面を強固な膜が覆うことが確認できた。この膜

は、酸素の遮断に効果があると考えられる。 

3. 塩化カルシウム(CaCl2)の消火/処理方法への適用性 

CaCl2により高い化学的活性度を持つナトリウムが、イオン結合で中性かつ安定な NaCl への置換を確認し

た。これらの結果から、CaCl2は使用方法を変えることで消火及び処理方法への適用が期待できる。 
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図 1 熱分析試験後元素分析結果 

図 2 Na/CaCl2におけるX線回折の温度依存性 
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